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　 目 的 ： て ん か ん の 脳 波 的診 断に 当 り、突 発 波 は 勿 論

背 景波 の 不規則化 、徐波化 な ど の 異 常所見 が み と め ら

れ る こ と が あ る 。 こ の よ うな焦 点性異常 の 群 現 性 の 有

無 を computed 　topograPhic 　 EEG （以下 CITE と 略

す） を用 い て 、実 験 的に ペ ニ シ リ ン け い れ ん に つ い て

検討 し、け い れ ん 時 の 病態生理 を 追 求 し た 。

　 方法 ： 1 ）神経学 的 に て ん か ん と 診断 さ れ 、 G．T ，
　C

TE 検 査 の 両 者 の デ ー
タ の 揃 っ た 32 例 の 検討 02 ）

種 々 の 濃度 を 用 い た ぺ 乙 シ リ ン け い れ ん 猫 の pre −

icta1 ，　ictal ，　 extinction
，
　 recuperation の 各

々 の 時期 に OT 暗己録 を行 う 。 3 ） 水 素 ク リ ア ラ ン ス 法

に よ る 局 所 脳 循 環 （1−CBT） を 経時的 に 上 記 と 対 応 し

て 両 者 の 相関 を 調査 。 4 ）薬物 の 影響 ： stel
’
oid ，

⊃ iazepam 使用時 の G皿 の 検討 。

　結 果 ： 1 ） て ん か ん 32 例 中 eエ陰性 で 焦点 性 電位勾

配 を 示 す 徐波 を CTE 上示 した も の は 1 ］例 （34 ％）で あ

っ た 。 2 ） CTE で は ペ ニシ リ ン α 注 入 局 所 を焦 点 と し

て 、周 辺 部 へ 突 発 波 が 波 及 し 、対 側 に 波 及 す る 。
ペ ニ

シ リ ン G の 量 に よ り異常波 の 出 現 ま で の 時 間 、波及 す

る ま で の 時 間 お よ び そ の 量 は 変化 す る 。 1 ・CBPtま単 一

突発波 が 5 分 以 E続 く 場合 は 注 入 測 で 50 ％前 後 に 減

少 した 。 3 ） i．ctal で 高振幅放電 の 時期 で は 注 入 側 で

lO4N488 ％ の 血 流増加 が み ら れ 、 非 注 入側 で は
’
56

〜 98 ％に 減少 す る群 と，llO 〜 469 ％ に 増 加 す る

群 が み ら れ た 。 4 ） Diazepam 投 薬 で は い ず れ も投薬

前 値 よ り IO 〜 70％減少 を 示 し た 。

　結 論 ： 脳 血 流 の 変 化 か ら み た 場 合、CTE で 焦点性 異

常を示 し た 例 で は 、 発作 と 関連 し た 局 在性機 能障害 、

あ る い は 脳 の 持続的病変 に 起 閃 す る も の も あ り うる と

考 え ら れ る ・尚て ん か ん の 推移 を客観 的、数量 的 に 知

り う る 指標 と も な り う る o

目的 ： C −」 病 と診 断 さ れ た 2 例 で ，経 時 的 に CT ス

キ ャ ン ，脳 波 ，大 脳 誘発 電位 を 記 録 し，ミ オ ク ロ ーヌ

ス ，及 び 脳 波 ヒの PSD に つ い て 検 討 を 行 い ，興 味 あ

る 知 見 を得 た の で 報 告 す る 。

対象 ： 全 く 同 様 の 臨 床 経 過 を た ど っ た ，C − J 病 2 例

で ， 1 例 は 57才 男性 経 過 19ケ 月 で 死 亡 。 2 例は 経 過 16

ケ 月 で 現 在 入 院 中 で あ る 。

方 法 お よ び 結果 ： 脳波 は ，2 例 と もIC典 型 的 な PSD

を 認 め ， 症状 の 進 行 と と も に PSD の 間 隔 は 徐 々 に 延

長 し，同 時 に ミ オ ク ロ ーヌ ス も消失 して 来 た 。

　 症 例 1 で は PSD が 頻発 し て い る 時 に は ，光 刺 激 に

対 し て 脳 波上 反 応 は な い が ，PSD 消失 時 に ，　 e．SHz ，

111z の 光 刺激 で ，こ れ に 同 調 す る PSD が み ら れ ，

こ の 波形 は 自然経 過 の PSD と 同一
で あ っ た。刺 激 頻

度 を 2Hz 以 上 に す る と最 初 の 光 に 対 す る反応 と ，OP
’
FT

ReSlronseが み ら れ た 。

　 ま た 正 中神経 電 気 刺 激 に よ る 体獣感覚誘発電位 を 測

定 し，高 振 幅 SEP を 得 た 。

　症例 2 で は ，PSD 消失時 に 上 記 光 刺 激 に 対 す る 反

応 は み ら れ な か っ た が ，L − Dopa 　300ng 点滴後 に ，光

刺激 ec対応す る誘発波 を 認 め ， 500   点 滴終 了 後 に は

刺激 な し で 自然 発 生 の PSD を 認 め た 。

結論 ： LC − J 病 2 例 で ， 高振 幅 の 大 脳 誘 発 電 位 を 認

め た
。 　 2，C − J 病 の PSD ， ミ オ ク ロ

ー
ヌ ス と，こ

の 高振 幅大脳誘発電 位 は ，密接 な 関 係 に あ り 、ま た P

SD の 周 期性 の 発 現 に ，脳幹 ， 大脳皮質 の 不 応 期 が 関

与す る こ とを 推 測 した 。　 3，C − J 病 の ？ SD ，ミオ

ク ロ ー
ヌ ス の 発 生 に 脳幹部 の dopamine が 関 与 し て い

る 可 能 性 を推 測 し た 。
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